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【 は じ め に 】 家 畜 に 給 与 す る 飲 水 の 衛 生 状 態 の 確 保 は

「 飼 養 衛 生 管 理 基 準 」 に 基 づ く 指 導 上 重 要 で あ る 。 管

内 で は 過 去 に 飲 水 に 起 因 す る と 疑 わ れ た 牛 疾 病 の 発 生

事 例 も あ っ た こ と か ら 、 牛 飼 養 農 場 の 飲 水 給 与 の 実 態

を 調 査 す る と と も に 衛 生 指 導 に 取 り 組 ん で い る 。 【 材

料 及 び 方 法 】 各 農 場 の 水 源 を 調 査 し 、 水 道 水 以 外 の 未

消 毒 の 飲 水 を 夏 期 に 採 取 し た 。検 体 1 0 0 μ l を 普 通 寒 天

培 地 及 び D H L 寒 天 培 地 で 定 量 培 養 ( 3 7 ℃ 2 4 時 間 )し 、一

般 細 菌 数 と 大 腸 菌 群 数 を 調 査 し た 。 細 菌 を 検 出 し た 農

場 に つ い て は 冬 期 に も 同 様 に 再 検 査 を 実 施 し 、そ の 内 、

２ 戸 を 対 象 に 飲 水 の 衛 生 指 導 に も 取 り 組 ん だ 。【 結 果 】

水 源 は 水 道 ま た は 簡 易 水 道 が 4 8 . 1 ％ （ 1 3 / 2 7 戸 ） 、 井

戸 水 と 山 水 が ど ち ら も 7 戸 ず つ 、 う ち 計 3 戸 が 消 毒 を

実 施 し て い た 。 細 菌 を 検 出 し た 戸 数 の 割 合 は 6 3 . 6 ％

（ 7 / 1 1 戸 ） 、 そ の 菌 数 は 一 般 細 菌 が 4 0 ～ 3 , 0 0 0 以 上

C F U / m l 、 大 腸 菌 群 は 1 0～ 2 4 0 C F U / m l で あ っ た 。 改 善 指

導 し た 2 戸 は 水 道 水 へ の 変 更 、 塩 素 滴 下 装 置 の 整 備 等

の 対 策 に よ り 大 腸 菌 群 は 検 出 さ れ な く な っ た 。 再 検 査

で は 冬 期 の 方 が 菌 数 は 低 い 傾 向 に あ っ た 。 【 考 察 】 飲

水 の 給 与 実 態 が 明 ら か と な り 、 衛 生 指 導 に 取 り 組 ん で

い る が 労 力 と 費 用 面 か ら 十 分 な 対 策 が 困 難 な 農 場 も 多

く 、 安 価 で 維 持 管 理 が 容 易 な 飲 水 対 策 の 検 討 が 必 要 で

あ る 。  


